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　明治150年の今年、兵庫県も県政150周年を迎えます。それにちなんでこのマップ
は県内の主要な近代歴史遺産150箇所を紹介しています。明治以降、日本は近代化
の道をたどり、諸技術を海外から導入し発展させてきました。これらの技術が、今の
日本の基盤となっています。今回、「近代歴史遺産」として明治～昭和20年頃までに
造られた物件を選び、地域ごとにまとめて掲載しています。見学の際は、事前に開館
時間等を調べた上でおでかけ下さい。

旧村山家住宅
香雪美術館

1

きゅうむらやまけじゅうたく　こうせつびじゅつかん
神戸市東灘区御影町郡家字石野285

明治42（1909）年建築年代：

国 白鶴美術館2

はくつるびじゅつかん
神戸市東灘区住吉山手6-1-1

昭和9（1934）年建築年代：
朝日新聞の創業者村山龍平氏の邸宅として建築

された住宅です。洋館と和館からなり、洋館は明
治42（1909）年、和館は大正7（1918）年に完成。
土地の高低差を生かして建てられた洋館は、東か
ら は ２ 階 建 て 、
西からは３階建
てに見える面白
い建物です。

白鶴酒造７代目社長の「鶴翁」嘉納治兵衛氏
が、自身が集めた古美術を収蔵し公開するため
に建設した美術館です。寺院風や神殿造風、洋
風など各種各時代の様式を取り入れた独特の風
格をもった建物
となっています。

白鶴酒造７代目社長嘉納治兵衛氏の出資により、
旧武庫郡御影町の公会堂として建設されました。
敬老会の会場や結婚式場など広く親しまれてきた
建物は、第2次世界大戦、阪神・淡路大震災の2
度の大災害にも
耐え、地域に寄
り添う建物とし
てあり続けてい
ます。

明治17（1884）年ワシントンでの万国子午線会
議において、日本の標準時が決められました。子
午線通過地識標は、明治43（1910）年に教育勅
語20周年記念事業として明石郡小学校の教員が
費用を負担し建
設されました。

昭和35（1960）年6月10日「時の記念日」に開
館した、地上16階の高塔と4階の展示棟からなる
鉄筋コンクリート造の建物です。高塔は子午線上
に建てられ、プラネタリウムは東ドイツ製の大型
投影機で現役と
しては国内最古
のものです。

神戸市立御影公会堂3

こうべしりつみかげこうかいどう
神戸市東灘区御影石町4-4-1

昭和8（1933）年5月20日建築年代： 建築年代：

日本標準時
子午線標示柱

60

にほんひょうじゅんじしごせんひょうじちゅう
明石市人丸町

昭和5（1930）年1月26日建築年代：

子午線通過地識標61

しごせんつうかちしきひょう
明石市天文町2丁目

明治43（1910）年建築年代：

天文科学館62

てんもんかがくかん
明石市人丸町2-6

昭和35（1960）年建築年代：
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国

旧ハンター住宅7

きゅうはんたーじゅうたく
神戸市灘区青谷町１-１-４（王子動物園内）

明治40（1907）年 建築年代：

国 杣谷堰堤8

そまたにえんてい
神戸市灘区大石字長峰山4-67 他

昭和31（1956）年建築年代：
ドイツ人のA・グレッピー氏が建築したと言われ、

後に英国人E・H・ハンター氏が買い取り、現在の
建物に仕上げました。美しくデザインされた窓枠
が特徴的で、室
内も豪華な造り
となっており、神
戸の異人館を代
表する建物です。

都賀川水系杣谷川の中流域に建設された砂防
ダム。幅78ｍ、高さ16ｍの重力式コンクリート造
堰堤です。ダムの天端及び水抜穴に花崗岩切石を
使っています。堆
砂量調節を目的
として、水 通し
中央部にスリッ
トを設けた先駆
的な砂防堰堤で
す。

国 兵庫県公館

ひょうごけんこうかん
神戸市中央区下山手通4-57

明治35（1902）年建築年代：

旧神戸居留地
煉瓦造下水道

きゅうこうべきょりゅうちれんがづくりげすいどう
神戸市中央区浪花町・明石町

明治5（1872）年建築年代：
４代目の兵庫県本庁舎として建設され、フラン

ス・ルネサンス様式を取り入れたその優雅な姿は
日本一との名声を博しました。第２次世界大戦で
壁だけ残し焼失しましたが、戦後修復され庁舎と
して利用、昭和
60（1985）年か
ら県公館となり
ました。

旧居留地の浪速町筋
と明石町筋に残る下水
道施設です。英国人技
師ハート氏によって設
計され、煉瓦造りの円
形管と卵形管の2種類
の形があります。我国で
も最初期の近代下水施
設であり、煉瓦造構造
物としても最初期のもの
です。

国国

六甲山荘
（旧小寺家山荘）
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ろっこうさんそう（きゅうこでらけさんろう）
神戸市灘区六甲山町北六甲４５１２-５８

昭和９（1934）年建築年代：
六甲山山頂近くに建てられた木造平屋建の山荘

です。下見板張の外壁で、白色木製枠の引違窓が
印象的です。眺めの良いテラスを備えた広い居間
は、化粧梁や石組の暖炉などがあり、山荘建築の
特色を伝えてい
ます。

国旧関西学院ブランチ･
メモリアル･チャペル
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きゅうかんせいがくいんぶらんちめもりあるちゃぺる
神戸市灘区王子町３-１-２

明治37（1904）年建築年代：
礼拝行事を行うため関西学院が初めて建設した

礼拝堂です。設計はイギリス人M.ウィグノール氏で、
建物は初期英国風ゴシックスタイルのレンガ造平
屋建てです。関西学院が移転してから、神戸市の
展示館など様々
に利用され、現
在に至っていま
す。

国 布引ダム諸施設

ぬのびきだむしょしせつ
神戸市中央区葺合町

明治33（1900）年1月建築年代：
生田川水系の布引谷川を水源とする我国初の

重力式粗石コンクリートダム。神戸水道創設時に
建造され、明治33年（1900年）に完成しました。
布引の水は「コウベウォーター」と親しまれた名水
で、現在でも現
役のこのダムは
諸施設を含め国
の重要文化財と
なっています。

旧神戸居留地
十五番館

きゅうこうべきょりゅうちじゅうごばんかん
神戸市中央区浪花町15

明治14（1881）年建築年代：
アメリカ領事館として建設され、当時のものとし

て現在でも旧居留地に残る唯一の建物です。コロ
ニアル様式の開放されたベランダや石造り風の外
観が特徴的な２階建ての建物です。阪神・淡路大
震災で大破しま
したが、最新の
免振技術を使い
復元されました。

海岸通界隈
石造建築物群

かいがんどおりかいわいせきぞうけんちくぶつぐん
神戸市中央区京町・海岸通 他

大正～昭和初期建築年代：
旧居留地南側を東西に渡って走る国道２号沿い

には、大正から昭和初期にかけて、貿易会社や銀
行といった企業が相次いで進出し、近代的な商業
ビルが次 と々建てられました。今でも、港町神戸
の洗練された景
観を見ることが
できます。

フロインドリーブ本店
（旧ユニオン教会）

ふろいどりーぶほんてん（きゅうゆにおんきょうかい）
神戸市中央区生田町4-6-15

昭和4（1929）年建築年代：
ヴォーリズ建築事務所の設計による教会です。

正面中央の玄関上部に鍾塔を建て、左手にゴシッ
ク式の礼拝堂棟、右手にハーフティンバー・スタイ
ルの牧師館棟を配し、礼拝堂棟の妻面、角塔、牧
師館棟の屋根面
との構成で街路
沿いファサード
の均衡をとって
います。

国国

甲南漬け2代目の高島平介氏が自宅兼丁場とし
て建築した住宅です。鉄筋コンクリート造２階建
ての洋館と木造平屋建ての和館からなる和洋併
置型の建物でしたが、現在は洋館部分が残り、甲
南漬資料館とし
て利用されてい
ます。

甲南漬資料館

こうなんづけしりょうかん
神戸市東灘区御影塚町4-100-1

昭和5（1930）年

国4

戦後、東京で食品会社を営んだ山本清氏が自宅
として移り住んだ住宅です。軽快かつ落ち着いた
意匠でまとめた、いわゆる阪神間モダニズムと呼
ばれる昭和初期の阪神間都市近郊住宅の姿を伝
える建物です。

旧山本家住宅

きゅうやまもとけじゅうたく
西宮市結善町３

昭和13（1938）年建築年代： 建築年代：

国

大学キャンパス中央に建つ時計台です。南北47
ｍに及ぶ左右対称のＲＣ造２階建で、中央に塔屋
とポーチを設け、壁面にはアーチ窓が並びます。
スパニッシュ瓦
屋根の明るい印
象が特徴的です。
ヴォーリズ建築
事務所による代
表的な建築作品
です。

関西学院大学
時計台（旧図書館）

かんせいがくいんだいがくとけいだい（きゅうとしょかん）
西宮市上ヶ原一番町２-10

昭和4年／昭和30年増築・
昭和48年・平成8年改修

国

　住吉川上流、五助谷との合流点に建設された
砂防ダムです。コンクリート造堰堤の本堰堤と副
堰堤からなり、本堰堤は幅78ｍ、高さ30ｍで、表
面を花崗岩又は
安山岩の谷積で
精緻に仕上げて
います。
六甲山系にある
砂 防 施 設 で 最
大規模を誇りま
す。

五助堰堤5

ごすけえんてい
神戸市東灘区本山町岡本字六甲山1314-31 他

本堰堤　昭和32年
副堰堤　昭和33年

建築年代： 建築年代：

国

　創業享保２（1717）年と伝わる「沢の鶴」の酒
蔵です。酒造の作業空間となる大きな蔵で、内部
は構造材がそのまま見える簡素な建物です。近年
まで酒蔵として使用されましたが、現在は酒造り
の歴史を伝える
資料館として公
開されています。

沢の鶴株式会社
大石蔵（前蔵・後蔵）

さわのつるかぶしきかいしゃおおいしぐら
神戸市灘区大石南町1-29-1

江戸時代

6 県

旧奥平野浄水場

きゅうおくひらのじょうすいじょう
神戸市兵庫区楠谷町65

建築年代：

国

武庫離宮（現在、須磨離宮公園）の西側に建築
された住宅。設楽貞雄氏の設計により、複雑な屋
根の形状や変化に富む外観、アールヌーボーを積
極的に用いた姿は、大正時代の神戸の洋館を代
表するものです。

西尾家住宅

にしおけじゅうたく
神戸市須磨区離宮西町2-4-1

大正8（1919）年建築年代：
　神戸市水道の創設工事で造られた浄水場で
す。明治
33（1900）年4月に給水を開始しました。煉瓦造
り2階建ての急速ろ過場建屋はセセッション風の
重 厚 な 造りで、
現在は水の科学
博物館として神
戸市水道の歴史
を 伝 え る 場 と
なっています。

大正6（1917）年8月24日

県11

北野界隈
近代建築群

きたのかいわいきんだいけんちくぐん
神戸市中央区北野町・山本通

明治～昭和（戦前）建築年代：
北野界隈は、居留地外に外国人が居住を認め

られた雑居地と呼ばれる区域にあたります。居留
地よりも北方、六甲山麓の斜面地にあり、平坦な
居留地とは違い、坂が多く、傾斜地に西洋館が建
つ風景は、今で
も異国情緒を感
じさせます。

神戸市立博物館
（旧横浜正金銀行神戸支店）

こうべしりつはくぶつかん（きゅうよこはましょうきんぎんこうこうべしてん）
神戸市中央区京町24

昭和10（1935）年9月　建築年代：
正面に６本のドリス式の半円柱が建つ古典主義

様式の建築です。英国王立建築家協会会員桜井
小太郎氏の設計で、内部は博物館として改修され
ましたが、二階吹き抜けの旧銀行業務室は大ホー
ルとして保存さ
れました。

国

12

13 14

15 舞子ホテル

まいこほてる
神戸市垂水区舞子台2-5-41

大正4（1915）年建築年代：
日下部汽船の設立者である日下部久太郎氏が

接待所を兼ねて建てた別邸です。煉瓦造2階建の
洋館に数寄屋の意匠をこらした和館が続いて建て
られており、庭園と一体となった質の高い空間と
なっています。往
時の海運業の繁
栄を今につたえ
る建物です。

移情閣

いじょうかく
神戸市垂水区東舞子町2051（舞子公園内）

大正4（1915）年建築年代：
中国人実業家・呉錦堂氏の別荘内に建設され

た３階建ての八角堂です。コンクリートブロック建
造物として国内でも古い建物です。中国の革命家
「孫文」ゆかりの別荘であったため、現在は孫文
記念 館となって
います。

16 神戸ポートタワー

こうべぽーとたわー
神戸市中央区波止場町７ 他

明治34（1901）年8月建築年代：

湊川隧道

みなとがわずいどう
神戸市兵庫区湊川町9

昭和38年建築年代：
開港後、神戸の発展に伴い湊川の付け替えが議

論され始めました。理由は、湊川により東西が分
断されており、水害も多発し、流出した土砂で神
戸港が埋没するおそれがあったからです。我が国
初の河川トンネ
ルとして明治34
（1901）年に完
成しました。

神戸港のシンボル
として昭和38（1963）
年に開業したランド
マークタワー。我が国
初となる鋼管パイプフ
レーム構造を採用し、
直線材で曲面を構成
した優美なつづみ形
はその姿から「鉄塔の
美女」と呼ばれていま
す。

国

17 18国

尼崎市役所
開明庁舎

あまがさきしやくしょかいめいちょうしゃ
尼崎市開明町2-1-1

昭和12年／平成17年改修建築年代：
旧開明尋常小学校校舎として建設された鉄筋

コンクリート造3階建ての建物で、校庭を囲む
ようにL字型に建てられています。南玄関から
上階に上がる階段室は外部に半円形に張り出し、
煙突のように天
に突き出した柱
と も 相 ま っ て 、
まるで艦船の艦
橋をイメージさ
せる特徴的な姿
です。

国 神戸女学院
構内建築物

こうべじょがくいんこうないけんちくぶつ
西宮市岡田山4-1

昭和8（1933）年建築年代：
キャンパスの設計にあたったのはアメリカ人

で後に近江兄弟社を設立した建築家ヴォーリズ
氏です。丘陵上の自然地形を活かして建設され
た12棟の建物は装飾も豊かに学舎としての威
厳も誇っていま
す。そのデザイ
ンと質の高さに
おいて屈指の学
校建築と言われ
ています。

国

国

相楽園（旧小寺家）

そうらくえん（きゅうこでらけ）
神戸市中央区中山手通5-3-1

明治時代中期～末期／作庭建築年代：
三田藩士小寺泰次郎氏が私邸として建築しまし

た。多数の建造物と広大な庭園がありましたが、
第2次世界大戦で、厩舎以外は消失してしまいまし
た。戦後、旧ハッサム邸が移築され、舟屋形が展
示 さ れ る な ど 、
神戸市の庭園と
して整 備されて
います。

東遊園地

ひがしゆうえんち
神戸市中央区加納町6丁目312

明治8（1875）年建築年代：
日本で最も古い公園の一つで、神戸外国人居留

地の東に接することから、大正11（1922）年以降
は「東遊園地」と呼ばれました。居留外国人と日
本人との交流の場ともなり、現在でも公園として
神戸市民に親し
まれています。

19 20

旧小寺家厩舎

きゅうこでらけきゅうしゃ
神戸市中央区中山手通5-3-1（相楽園内）

明治40（1907）年頃建築年代：
小寺邸内に建設された厩舎です。建物には馬車

庫、自動車庫、馬糧供給室等がならび、高い吹き
抜けがあります。円形の尖塔状の塔屋、急勾配の
寄棟屋根などドイツ民家風の意匠が特徴的です。
現存する数少な
い洋風厩舎とし
て貴重な建物で
す。

旧ハッサム住宅

きゅうはっさむてい
神戸市中央区中山手通5-3-1（相楽園内）

明治35（1902）年建築年代：
インド系イギリス人貿易商Ｋ.ハッサム氏が、自

宅として建てた洋館です。木造2階建、寄棟造桟
瓦葺で、屋根には煉瓦の煙突があります。正面２
階のベランダ、1階に並んだアーチが優雅です。神
戸に造られた異
人館の特徴をよ
く伝えている建
物です。

21 国 22 国

23

旧和田岬灯台

きゅうわだみさきとうだい
神戸市須磨区須磨浦通1（海浜公園内）

明治17（1884）年建築年代：
現存最古の鉄造灯

台です。兵庫開港に
備え5つ設置された
灯台のうち、和田岬に
建設された灯台です。
当時は木造でしたが、
明治17（1884）年に
鉄パイプ造に改築さ
れました 。昭 和 3 9

（1964）年に現在地
の須磨海浜公園内に
移築されています。

中崎遊園地内に建
つ、鉄筋コンクリート
造一部石造の方形
の塔です。塔は1辺
1.2m、高さ3.4m、ラ
ジオを置く頂部は、軒
反りをつけた宝形造
の屋根が作られてい
ます。塔は当時、ラジ
オの普及を目的に各
地に設置されました。

山口銀行を創設し
た山口吉郎兵衛氏の
住宅として建築された
建物です。昭和初期を
代表するモダニズム建
築家安井武雄の設計
です。現在は、山口自
らが蒐集した美術品
を展示する滴翠美術
館となっています。

日本標準時子午
線である東経135度
の位置をしめす標柱。
昭和3（1928）年に
京都大学の観測隊
によって位置が測量
されました。その後の
再観測により現在の
場所へ移されていま
す。

国

24

和田岬砲台

わだみさきほうだい
神戸市兵庫区和田岬町1-1-1

昭和2（1927）年建築年代：

旧岡方倶楽部
（小物屋会館）

きゅうおかがたくらぶ（こものやかいかん）
神戸市兵庫区本町2-3-33

元治元（1864）年建築年代：
昭和2（1927）年、兵庫商人が自らが地域の社

交場として、西国街道沿いに建設しました。兵庫
津にあった岡方惣會所のあった場所にあたります。
鉄筋コンクリート造３階建で、正面は左右対称の
整った形をして
います。

江戸幕府が幕末に
大阪湾防御のために
築いた砲台です。勝
海舟によって、現在の
神戸市と西宮市に合
計4基が建設されま
した。幕府が威信を
かけ、西洋の砲台を
調査研究し完成させ
ました。砲台内部の
状態が当時のまま良
く残っています。

25 26
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舞子公園
旧木下家住宅

まいこうこうえんきゅうきのしたけじゅうたく
神戸市垂水区東舞子町11-58

国

建築年代：
もともとは又 野良助氏が私邸として昭和16

（1941）年に竣工した数寄屋造近代和風住宅で
す。昭和27（1952）年に木下家の所有となります。
昭和初期における阪神間の数寄屋造による和風
邸宅を伝える貴
重な建物です。

昭和14（1939）年頃

28

29 30 尼崎市立
大庄公民館

あまがさきしりつおおしょうこうみんかん
尼崎市大庄西町3-6-14

国

建築年代：
昭和12（1937）年に旧大庄村の村役場として建

てられました。建築家村野藤吾氏の初期作品とし
て有名で、特徴ある外観と、村役場としては破格
の立派さに、建設当時、全国的に注目された建物
でした。現在は
尼崎市立大庄公
民館として活用
されています。

昭和12（1937）年

旧尼崎紡績
本社事務所

きゅうあまがさきぼうせきほんしゃじむしょ
尼崎市東本町1-50

建築年代：
尼崎紡績会社（現在のユニチカ）の本社事務所

として建設された建物です。煉瓦造り２階建てで、
アーチ窓と時代を重ねた煉瓦が美しい建物です。
現在はユニチカ記念館として毎週水曜日に内部を
公開しています。

明治33（1900）年

旧武藤家別邸洋館

きゅうむとうけべっていようかん
神戸市垂水区東舞子町2051（舞子公園内）

国

建築年代：
鐘紡中興の祖と言われる武藤山治氏が舞子海

岸に建てた住宅です。「鐘紡舞子倶楽部」として
長年厚生施設として利用されていました。和館と
洋館がありましたが、現在はコロニアル様式の洋
館のみが保存さ
れています。

明治40（1907）年

千苅ダム諸施設

せんがりだむしょしせつ
神戸市北区道場町生野

国

建築年代：
武庫川水系羽束川に神戸市水道第２次拡張時

に水源地ダムとして建設されました。高さ42ｍ、
幅106ｍの粗石コンクリート造石貼の重力式コン
クリートダム、その堤頂17門のゲートから流れ落
ちる水は 、白く
波立ちとても美
しい姿です。

大正8（1919）年5月

31

武庫大橋

むこおおはし
尼崎市稲葉荘～西宮市戸崎町

大正15（1926）年建築年代：
阪神国道（現在、国道2号）の改修に伴い架橋

された鉄筋コンクリート造の橋梁です。側面全体
を人造擬石で装飾し、高欄には花崗岩を用いるな
ど街路橋としてデザイン性の高いものとなっていま
す。張り出しテラ
スを設け、美し
いアーチ構造の
橋は日本の「名
橋」の一つです。

32 国

再度公園・再度山
永久植生保存地・
神戸外国人墓地

ふたたびこうえん・ふたたびやまえいきゅうしょくせい
ほぞんち・こうべがいこくじんぼち

神戸市北区山田町下谷上字中一里山

明治時代建築年代：
神戸の水源涵養・砂防のため、明治35（1902）

年、再度山北斜面に六甲山の緑化事業が実施さ
れました。神戸市はその場所を植生の変化などを
調査記録するための保
存地としました。外国人
墓地には、近代神戸の
黎明期に活躍した世界
各国の方が埋葬されて
います。

国

33 34

35 36

37 38

39 40

滴翠美術館
（旧山口家住宅）

てきすいびじゅつかん（きゅうやまぐちけじゅうたく）
芦屋市山芦屋町13-3

昭和8（1933）年建築年代：

ヨドコウ迎賓館
（旧山邑家住宅）

よどこうげいひんかん（きゅうやまむらけじゅうたく）
芦屋市山手町173

大正13（1924）年建築年代：
近代建築の巨匠と呼ばれるフランク・ロイド・ラ

イト氏設計の住宅で、酒造家山邑太左衛門氏の
別邸として建てられました。傾斜地に段上に建設
された鉄筋コンクリート造、4階建ての建物で弟
子の遠藤新、南
信により完成し
ました。ライト設
計の住宅として、
唯一残るもので
す。

国甲子園球場

こうしえんきゅうじょう
西宮市甲子園町1-82

大正13（1924）年建築年代：
大正年間の中等学校の野球人気を受け、阪神

電鉄が大正13（1924）年に建設した野球場。以
来、日本の野球史に残る数々の試合が行われてき
ました。平成21（2009）年に大規模な改修工事が
完了しています。

武庫川女子大学
甲子園会館

むこがわじょしだいがくこうしえんかいかん
西宮市戸崎町1-13

昭和5（1930）年建築年代：
阪神電鉄の甲子園ホテルとして、建築家遠藤新

氏の設計により建てられました。「東の帝国ホテ
ル、西の甲子園ホテル」と並び称されたこの建物
は、皇族や閣僚、文化人などが宿泊し、高級社交
場として賑わい
ました。

41 42 国

旧辰馬喜十郎住宅

きゅうたつうまきじゅうろうじゅうたく
西宮市浜町8-5

明治21（1888）年建築年代：
酒造業を営む南辰馬家初代当主喜十郎氏が建

てた洋風建築の住宅です。神戸の英国領事館を
模したと伝わるこの住宅は、母屋と附属屋からな
り、白い開放的なベランダや煉瓦の煙突が特徴的
な建物です。

西宮砲台

にしのみやほうだい
西宮市西波止町字西波止5374

慶応2（1866）年建築年代：
神戸市兵庫区にある和田岬砲台と同じくして建

造された砲台です。当初は、砲台を囲むように円
形の土塁が造られましたが、現在では部分的に
残っています。内部は早くに焼失してしまい外壁だ
けが保存されて
います。

43 44県

旧九鬼家住宅

きゅうくきけじゅうたく
三田市屋敷町751

明治5（1872）年～明治8（1875）年建築年代：
旧九鬼家は代々三田藩の家老を務めており、15

代当主九鬼隆範氏が自宅として建設した擬洋風
の建物です。主屋と道路に沿った土蔵からなり、
主屋は木造２階建て、白い漆喰壁に続くベランダ
が 特 徴 的 で す。
明治になり洋風
の要素を取り込
む過程が良く分
かる建物として
貴重です。

県

45 46

神戸を拠点に貿易業を行っていた土井内蔵氏が
自宅として建てた住宅です。設計は氏の甥である
建築家川崎忍氏です。木造２階建の寄棟造の洋
風住宅で、緑色の下見板張に白い窓枠の上げ下げ
窓などがモダン
な西洋スタイル
を伝えています。

宝塚市立中央図書館
桜ガ丘資料室

たからづかしりつちゅうおうとしょかんさくらがおかしりょうしつ
宝塚市桜ガ丘3-45

昭和12（1937）年建築年代：
明治から昭和にかけて活躍した化学者であった

平賀義美氏が建てた洋風住宅です。英国留学の
経験から、英国カントリーハウスにならって建てら
れました。屋根の形や出窓、暖炉、煙突などにそ
の特徴が見てと
れます。

大正7（1918）年建築年代：

国 旧平賀家住宅

きゅうひらがけじゅうたく
川西市下財町4-1

国 国

鉄筋コンクリート造２階建ての重厚な造りをし
た銀行建築です。正面中央の入口は、イオニア式
オーダーの柱に挟まれ、頂部にパルメット文様、
持送りを並べたエンタブレチュアを廻らすなど古
典主義様式の外
観は、当時の小
規模な銀行建築
の特徴をよく示
しています。

旧高砂銀行本店

きゅうたかさごぎんこうほんてん
高砂市高砂町北本町1104

昭和7（1932）年／昭和55年改修建築年代：

国

加古川の水を高砂町へ給水するために建設さ
れた旧朝日町浄水場の配水塔です。６本の鉄脚
が円筒形水槽を支え、棟飾付の八角錐屋根をか
けています。官
営八幡製鉄所で
鋳造された部材
を川崎造船所が
で製造しました。
ロケット形のシ
ンボルとなって
います。

旧朝日町浄水場
配水塔

きゅうあさひちょうじょうすいじょうはいすいとう
高砂市高砂町朝日町1-2-1

大正12（1923）年10月25日／
平成26年補修

建築年代：

国

寺院風の外観が特徴的な木造平屋建ての公会
堂です。 木造トラス構造を採用し、室内に広い空
間を作っています。公会堂のこけら落としには夏
目漱石が招かれ、「道楽と職業」という講演を行
いました。市内
で最も古い公共
施設です。

中崎公会堂
（旧明石郡公会堂）

なかざきこうかいどう（きゅうあかしぐんこうかいどう）
明石市中崎町1-9

明治44（1911）年建築年代：

国 ラヂオ塔

らぢおとう
明石市相生町2-13 中崎遊園地内

昭和12（1937）年建築年代：

国

逓信省時代に電話交換所として造られた鉄筋コ
ンクリート造２階建の建物です。外壁は色違いの
スクラッチタイルを貼り、北面には半円のアーチ窓
が並んでいます。窓の間にはレリーフが貼られ一
番上にライオン
が飾られていま
す。

丸紅商店初代社長伊藤長兵衛氏の出資により
芦屋川畔に建設された会館。地下1階、地上3階の
鉄筋コンクリー
ト造。建物細部
に東 洋風 、イン
ド風の意匠を取
り入れた独特な
デザインとなって
います。

旧芦屋郵便局
電話事務室

きゅうあしやゆうびんきょくでんわじむしつ
芦屋市大桝町5-23

昭和4（1929）年建築年代： 建築年代：

国 芦屋仏教会館

あしやぶっきょうかいかん
芦屋市前田町1-5

昭和2（1927）年

国47 48

平安家は多田銀銅山の製錬所を昭和初期まで
操業していました。旧宅は伝統的な間取りを基調
としつつ、数寄屋風の意匠や接客部分等に近代的
な間取りを取り入れた木造住宅です。大正時代に
建築された大規
模な邸宅の様子
を今に伝えてい
ます。

建築年代：

旧平安家住宅

きゅうひらやすけじゅうたく
川西市下財町4-1

大正7～8（1918-19）年

国

実業家の松山与平衛氏が銀行だった建物を美
術収蔵庫とした建物です。鉄筋コンクリート造２
階建、外壁は花崗岩を積み上げた重厚な外観です。
２連アーチ窓が並び、角が丸い姿が特徴的です。
芦屋市立図書館
として親しまれ
ています。

東リの本館事務所として建築された木造2階建
ての建物です。近年、棟札から建築家渡辺節氏に
よる設計であることが分かりました。白い外壁に
茶色い窓枠の上げ下げ窓がモダンな雰囲気を伝
えています。

芦屋市立図書館
打出分室

あしやしりつとしょかんうちでぶんしつ
芦屋市打出小槌町2

昭和5（1930）年／平成2年改修建築年代： 建築年代：

国 東リ（株） 事務棟

とうりかぶしきがいしゃじむとう
伊丹市東有岡5-125

大正9（1920）年

49 50
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53 54
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美術商冨田熊作氏が昭和７年（1932）から3年
の歳月をかけた建物群。長屋門、茅葺屋根の主
屋、土蔵を配置し江戸時代の豪農の屋敷を思わ
せますが、主屋のトラス構造や水洗便所、書斎蔵
の床式暖房など
建物の随所に近
代的な設備が導
入されています。

建築年代：

静思館

せいしかん
川辺郡猪名川町上野字町廻22

昭和9（1934）年

国
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三田焼・三輪明神
窯跡群第1号窯跡

さんだやき・みわみょうじんかまあとぐんだいいちごうかまあと
三田市三輪858-1

近代に再興
明治7（1874）年頃～昭和10（1935）年頃

建築年代：

三輪明神窯跡は、江戸時代の後期（1799年）
から、昭和10（1935）年頃まで青磁をはじめ、染
付け、色絵、白磁などの製品を生産していました。
そ の な か で も
「三田青磁」は
優れた製品とし
て称賛されてい
ます。

県57 58

安土桃山時代に豊臣秀吉が鉱山開発に着手し、
江戸時代前期には代官所が置かれ、銀・銅を産
出した鉱山跡。明治時代には民間鉱山となり、
明治30年代には中国地方の銅山王・堀藤十郎
が製錬所を設置
しました。今も
レンガ構造物が
残っています。

建築年代：

多田銀銅山遺跡

ただぎんどうざんいせき
川辺郡猪名川町 他

明治時代（レンガ構造物）

59 国 市

市

東播磨に広がるいなみ野台地は、水不足で悩ま
されていました。明治開国以後、西洋の技術を導
入し、地元の人の努力によって「淡河川山田川疎
水」が築かれました。水を長距離に送るため、御
坂サイフォン、分
水所、ため池と
いった施設が各
地に造られ、現
在でも使われ続
けています。写
真は移築された
平木橋です。

高砂市の本町通りに面して建つ消防会館で、巡
査派出所と火の見櫓が設置されています。鉄筋コ
ンクリート造り２階建の建物は、簡素な外観です
が派出所の装飾
的な台形屋根に
よって、昭和レト
ロを感じさせる
建物となってい
ます。

淡河川山田川疏水
関連施設

おうごがわやまだがわそすいかんれんしせつ
加古川市野口町水足

大正4（1915）年9月建築年代：

旧高砂町消防会館
南本町巡査派出所

きゅうたかさごちょうしょうぼうかいかん
みなみほんまちじゅんさはしゅつしょ

高砂市高砂町南本町914

昭和10（1935）年／平成23年改修建築年代：

国市

63

県会議事堂の設計を手掛けた初代兵庫県営繕
課長を務めた置塩章が設計した公会堂。鉄筋コ
ンクリート造り2階建ての建物は、正面のステンド
グラスがはめられたアーチ窓が特徴的なアールデ
コ調の雰囲気が
よく残っています。

旧加古川町公会堂

きゅうかこがわちょうこうかいどう
加古川市加古川町木村226-1

昭和10（1935）年建築年代：
播州の豪農であった大西家7代目、大西甚一平

氏が、大正７（1918）年、別邸内に大広間や庭園
を造り「みとろ苑」と呼びました。庭園は住宅を中
心として広がり、渓流あり茶室ありの多様な庭園
様 式 を 採 用し 、
見所のあるもの
となっています。

みとろ苑庭園

みとろえんていえん
加古川市上荘町見土呂字尾375番地1

明治時代後期～大正時代初期／作庭建築年代：

64

65 66

67 68

69

肥料問屋を営んでいた花井家の住宅兼店舗で
す。母屋は木造2階建、入母屋造りです。2階には
鉄格子の入った窓が並び、高砂町の町屋でも比較
的規模が大きいものとなっています。地元団体が
「 高 砂 来 て 民
家」として公開
活用しています。

花井家住宅

はないけじゅうたく
高砂市高砂町字高瀬町1511

明治後期／平成23年改修建築年代：

国

材木問屋を営んだ大崎家初代大崎卯平氏が隠
居邸として建築した町屋です。木造2階建の主屋
は、黒漆喰の外壁に袖うだつを造る典型的な高砂
の町屋の姿を残しています。南北に細長い敷地に
は坪庭を囲んで
台所、便 所、浴
室などが建てら
れています。

大崎家住宅

おおさきけじゅうたく
高砂市高砂町字藍屋町1167

明治後期建築年代：

国

70

71 72

銀行家の来住梅吉氏が大正７（1918）年に建設
した住宅。母屋は中央に廊下をはさんだ南北２列
の間取りで、南列が接客空間、北列が家族空間と
なっています。当時の最高技術と高級用材で建築
されており、数あ
る高級民家でも
特に優れた住宅
です。

旧来住家住宅

きゅうきしけじゅうたく
西脇市西脇394-1

大正7（1918）年建築年代：

国

明治・大正期に建造された淡河川疎水山田川
疎水。その淡河川疎水の一部としてイギリス人
パーマー氏によって設計された日本初のサイフォ
ン橋です。現在に至るまで、疎水の一部として東
播磨台地を潤し
ています。

淡河川山田川疏水関連
施設（御坂サイフォン）

おうごがわやまだがわそすいかんれんしせつ みさかさいふぉん
三木市志染町御坂

明治24（1891）年4月建築年代：
もともとは切手会所として文政９（1826）年に

建てられました。母屋２棟、土蔵１棟があり、玉置
家となった明治期に離れ座敷、渡り廊下が増築さ
れ、現在の姿になっています。表屋造り風のつくり
が特徴で三木城
下町を代表する
建物です。

旧玉置家住宅

きゅうたまおきけじゅうたく
三木市本町2-454

明治後期建築年代：

国

神戸電鉄粟生線の小野～粟生区間の加古川に
架けられたトラス橋。このトラス桁は、明治中期に
イギリスから120ほど輸入され、全国の路線で使
用されました。神戸電鉄加古川橋梁のトラス桁は、
他路線で使用さ
れていたものを
昭和27（1952）
年に移築したも
のです。

加古川橋梁

かこがわきょうりょう
小野市葉多町

明治中頃（イギリスより輸入）建築年代：
小野小学校の講堂として建築された建物です。

敷地は旧小野藩の陣屋跡で、明治以降小野小学
校となっています。講堂は昭和11（1936）年に建
造され、北播磨地域ではじめての鉄骨造による講
堂です。

小野市立好古館

おのしりつこうこかん
小野市西本町477

昭和11（1936）年建築年代：

明治～大正にかけて三木の政財界で活躍した
小河秀太郎氏が建てた別邸と池泉回遊式の庭園
があります。皇族も宿泊した主屋や離れ、土蔵な
どが立ち並び、敷地各所に配置された庭園は兵庫
県を代表する近
代庭園です。

旧小河家別邸

きゅうおがわけべってい
三木市本町3-1358-1

明治時代末／作庭建築年代：

昭和12（1937）年に建造された２階建ての現役
木造校舎です。老朽化に伴い建て替えが検討され
ましたが、市のシンボルでありかけがえのない歴
史・文化資源であることから、保存修理が行なわ
れました。

西脇市立西脇小学校

にしわきしりつにしわきしょうがっこう
西脇市西脇656-1

昭和12（1937）年建築年代：
藤井家は地元ので事業家であり、播州鉄道（の

ちの旧国鉄鍛冶屋線）建設にも尽力しました。敷
地は高塀に囲まれ、明治23（1890）年に建設され
た主屋と大正期の洋館、昭和初期に建てられた
離れ、土蔵が並
んでいます。

旧藤井家住宅

きゅうふじいけじゅうたく
西脇市市原町139

明治23（1890）年、大正、昭和前期建築年代：

国

外壁を煉瓦積スクラッチタイル貼とする木造２
階建の事務所建築です。平坦な壁面、壁頂部の水
平ライン、矩形の開口部を設けるなどモダニズム
建築の意匠を取り込んでいます。２階は地区の歴
史を紹介するス
ペースとして活
用されています。

高砂通運本社屋

たかさごつううんほんしゃおく
高砂市高砂町鍛冶屋町1396

昭和14（1939）年／平成23年改修建築年代：

国

三菱製紙に雇われたアメリカ人技士長M.J.シェ
イ氏の居住施設として建設された住宅で、のちに
現在地に移転されました。木造2階建て、ペンキ塗
りされた下見板張の外壁が美しい建物です。「三
菱製紙魚町倶楽
部」として同 社
の 厚 生 施 設 と
なっています。

三菱製紙魚町倶楽部

みつびしせいしうおまちくらぶ
高砂市高砂町魚町551

明治33（1900）年建築年代：

73 74

明治13（1880）年3月に、明治政府によって殖
産興業政策の一つとして造られた葡萄園。当初は
順当に葡萄が育ち、ワインが作られました。しかし
虫害や台風被害にあい荒廃、民間に払い下げられ
た後閉園。短命
ではありました
が、我が国の葡
萄栽 培、ワイン
醸造に大きな役
割を果たしまし
た。

播州葡萄園跡

ばんしゅうぶどうえんあと
加古郡稲美町印南646-33 ほか

明治13（1880）年建築年代：
肥料製造会社である多木科学が、製品を積み

出すために大正12（1922）年敷設した別府軽便
鉄道（後の別府鉄道）の軌道跡です。昭和59
（1984）年に廃線となるまで、地域の足としても
親しまれました。
播磨町郷土資料
館にその機関車
が展示されてい
ます。

であいのみち
（別府鉄道の軌道跡地）

であいのみち（べふてつどうのきどうあとち）
加古郡播磨町上野添

大正12年建築年代：

75 国 76

77 78

79 80 県

81 82

83 84

大正14（1925）年、焼失していた本堂を建築家
武田五一氏の設計により復興しました。銅板葺入
母屋造の五間堂で、四周に縁を回し、正面に３間
の向拝を伸ばします。鎌倉時代の建築様式を踏襲
したと言われま
す。

光明寺

こうみょうじ
加東市光明寺４３３

大正14（1925）年建築年代：

国

大正４（1915）年に開業した播州鉄道は、その
後国営化され、昭和60（1985）年に第3セクター
の北条鉄道となりました。８つある駅のうち、法華
口駅、播磨下里
駅、長駅は大正
時代以来の木造
駅舎とプラット
ホームが現役で
使用されていま
す。

北条鉄道

ほうじょうてつどう
加西市東笠原町245-2　加西市王子町152-1
加西市西長町321-2

大正4（1915）年～大正7（1918）年建築年代：

国 8485 86

国 国

国

国

国
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